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1．背景と研究目的 

ガラス固化に供される廃液中に含有される白金族合金は、ガラス固化工程の際に溶融炉内の条件によ

っては、オフガス系への移行による配管の閉塞、白金族合金の凝集・沈降によるガラス流下性の悪化な

ど、種々の問題を引き起こす可能性がある。我々の研究チームでは、今後再処理の対象となりうる燃料

の高燃焼度化及び MOX 燃料燃焼にて発生する使用済み燃料中の白金族合金の組成検討、及びこれら合

金の酸化蒸発挙動を調査することで、白金族合金がガラス固化時にどのような影響を及ぼすか検討して

きた。模擬白金族合金（模擬ファイン相）を対象とした EXAFS 構造解析を系統的に実施し、白金族合

金中の Mo、Ru、Rh 及び Pd 原子の局所構造を明らかにすることにより、合金の酸化蒸発挙動の把握の

ため、種々の条件下で板状合金に対する大気中での加熱処理を行い、加熱後の合金試料を EXAFS にて

深さ方向に対する構造変化について評価した。 

 

2．実験内容  

 白金族合金組成は文献調査等により決定した。合金作製で

は混合粉を圧粉体とし、アーク溶解法（Ar 雰囲気）にて合金

化、エポキシ樹脂に埋め込み研磨した。板状合金試料の加工

方法は、エポキシ樹脂に埋めてある合金を低速カッターで厚

さ 1mm に加工し 4×4×1mm の試験片を作製した。また、合

金酸化挙動評価用試料は、板状合金試料に対して、空気雰囲

気、昇温速度 10℃/min、900℃、等温時間 2 時間の条件にて

TG-DTA に供されたものである。あいちシンクロトロン光セ

ンター、BL11S2 にて Mo および Ru-K 吸収端について SSD 検

出器を用いた蛍光法による EXAFS 測定を実施した。 

 

3．結果および考察 

 図 1 及び図 2 に今回の測定で得られた白金族合金の深さ方

向に対する EXAFS 分析の結果を示す。Mo 近傍の深さ方向に

関して削っていくことによって Mo の金属成分が見え始めて

きたが、深部においても MoO3 が主成分であることが観察で

きる。同様に Ru 近傍の深さ方向に関しても Ru 金属成分が見

え始め、Ru と RuO2 が共存していることが観察できる。合金

内部の金属成分は酸化蒸発の速度が合金表面より遅いため、

削っていくと金属成分の割合が大きくなるさまが観察できた。 
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実験番号：202004045（2 シフト） BL11S2 
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図 1 加熱後の白金族合金の種々の深

さにおける Mo 近傍の EXAFS 構造関

数 
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図２加熱後の白金族合金の種々の深

さにおける Ru 近傍の EXAFS 構造関

数 




